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日オー

プン

生
ま
れ
変
わ
っ
た
文
化
ホ
ー
ル

展
示
室
を
広
く
各
コ
ー
ナ
ー
も
充
実

改
装
工
事
の
た
め
、
今
年
の
１

月
1
4日

か
ら
休
館

し
て
い
た
文
化
ホ
ー
ル

ガ
、
５
月
７
日
図
か
ら
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。

展
示
室
（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
ホ
ー
ル
）
を
広
く
す
る

と
と
も
に
、
各
コ

ー
ナ
ー
も
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

生
ま
れ
変
わ
っ

た
文
化
ホ
ー
ル
に
遊
び
に
き
て
み

ま
せ
ん
か
。

科学コーナーは「見て・触れて」自然の

原理や科学の応用について、遊びながら

学べます（写真はネイチャーランド）

ビデオとパネルで、もつと私た

ちの松戸を知ろう

姉妹都市オーストラリアのボック

ス･ヒル市のことがよく分かります

展示室(ギャラリー・ホール)は広＜見

やすく改装しています

展
示
室
を
４
室
に

今
ま
で
二
室
だ
っ
た
展
示
室

（
ホ
ー
ル
ー
ギ
ャ
ラ
リ
）
を

四
室
に

増
や
し
、
う
ち
三
室
を

続
き
部
屋
に
し
て
大
規
模
な
展

覧
会
な
ど
を
開
け
る
よ
う
に
す

る
と
と
も
に
、
鑑
賞
も
し
や
す

く
し
ま
し
た
。

面
積
も
今
ま
で
よ
り
二
百
五

十
平
方
μ

広
く
な
り
、
七
百
五

十
平
方

び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

全
室
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
（
調

光
機
能
付
き
）
を
設
置
し

、
効

果
的
な
展
示
を
可

能
に
し
て
い

ま
す
。
展
示

壁
面
を
広
げ
、
全
体
の

右
」
哭
に
も
配
慮
し
、
絵
画
や
書

道
の

鑑

賞

な

ど
に

も

適

す

る
よ

う
に

な

っ
て

い

ま
す

。

姉

妹

都

市

コ

ー

ナ

ー

今

年
は

、

オ

ー
ス

ト
ラ

リ

ア

の
ボ
ッ
ク
ス
・
ヒ
ル
市
と
昭
和

4
6年
に

姉

妹

都

市

を
提

携

し
て

か

ら

二
十

周

年

と
い

う

、

記

念

す

べ

き
年

に

当

た
り

ま

す

。

皆
さ
ん
が
ボ
ッ
ク
ス
・
ヒ
ル
市

を

一
層

理

解
で

き
る

よ

う
に

、

内

容

を

充

実

さ
せ

て

い

ま

す

。

市

政

広

報

コ

ー

ナ

ー

従

来
の

パ

ネ
ル

の

展

示

だ
け

で

な

く
、

市

や

県

が
制

作
し

た

ビ
デ
オ
を
百
万
の
大
画
面
で
一

日
三
回
放
映
し
ま
す
。

ビ

デ
オ

＝
・
毎

日
午

前

１１
‥
時

、

午
後
１
時
・
３
時
の
三
回
（
一

回

三

十
分

程
度

放

映

）

パ

ネ
ル
・
：
市
の

自
然

や
文
化
・

観
光
を
中
心
と
し
た
写
真
パ
ネ

ル

を

展
示

し

ま

す

。
５

月

～
８

月

に
か

け

て

は
「

市
の

文

化

財

」

を

紹

介
し

ま

す

（

年
三

回

程

度

展

示
替

え

の

予

定

）
。

″
い

す

が
用

意
し

て

あ
り

ま

す

の

で

、

ゆ

っ

く
り

ご
覧

く

だ

さ
い

。

科

学

コ

ー

ナ

ー

面
積
を
従
来
の
一
・
五
倍
に

広

げ

、
三

つ

の

コ

ー
ナ

ー
に
分

け

ま
し

た

。

ネ

イ
チ

ャ

ー

ラ

ン

ド

…
市

内

の
川
や
緑
を
、
実
物
や
模
型
を

使

っ
て

、
分

か

り

や

す
く

紹

介

し

ま

す

。

サ

イ
エ

ン

ス

シ

ア

タ
ー

＝
・
ビ

デ
オ
や

マ
ル

チ

ス

ラ

イ

ド
に

よ

り
、
子
ど
も
た
ち
の
科
学
の
日

を

育
て

て

い

き

ま

す

。

エ
レ

ク
ト

リ

ツ
ワ

バ
ー

ク

＝
・

テ
レ
ビ
電
話
や
マ
ジ
ッ
ク
ミ
ラ

ー
な

ど
で

、

科

学
の

原

理

を

楽

し

く

遊

び
な

が

ら

学

べ
ま

す

。

開
館

時

間

＝
牛

前
1
0
時
～

午

後
６

時
休
館

日
・
・・
月

曜
日

・

祝
日

・

年

末
年

始

入

館

料
・
＝
無
料

交
通
＝
・
Ｊ
Ｒ

松

戸
駅

徒
歩
五
分

同
文
化
ホ
ー
ル
昔
6
7
1
7
8
1

0
番

よ
く
効
く
薬
を
作
る
あ
す
香
さ
ん

わたしの夢

石井あす香さん（東部小学校３年)

おばあちゃんが、先月なくなりました。点てき

やくすりをのんで、いたい思いをたくさんし

て、とてもかわいそうでした。だから、わたし

はたくさんべん強して、いたくなくてよくき

くくすりを作れる､やくざいしになりたいです。

広報まつど
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第７５４号

県民の日

東葛飾地域行事

フ
ァ
ミ
リ

ー
バ
ス
ツ
ア
ー

６
月
1
5日
出
午
前
９

時
4
5分

東
葛
飾
支
庁
前
集
合
、
午
後
6

時

ご
ろ
同
所
解
散
予
定

内
容

親
子
を
対
象
に
、
幕
張
メ
ッ
セ

で

開
催
さ
れ
る
県
民
の
日
中
央

行
事
を
見
学

費
用

無
料
（
弁

当
持
）

圃
５
月
2
4日
金
「
消
印
有
効
」

ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
申
込

者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号
と
１
コ
ー
ス
希
望

と
記
入
し
て
、
〒
2
7
1
松
戸
市
小

根
本
七
東
葛
飾
支
庁
総
務
課
バ

ス
ツ
ア

ー
係
(
０
肘
－
2
1
1

1
番
）
へ
（
抽
選
で
五
十
人
を

招
待
）

ふ

る

さ

と

の

童

謡

と

お

は

な

し

の

つ

ど

い

６
月
2
3日
収
午
後
１

時
3
0分

～
３
時
1
0分

会
場

市
民
会
館

内
容
上
條
恒
彦
・
森
み

ゆ
き
の

歌
と
大
山
の
ぶ
代
の
お
話

費

用

無
料

蔗
往
復
ハ
ガ
キ
に
、
６
月
2
3
日

松
戸
会
場
希
望
と
明
記
し

、
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
入
場

者
全
員
の
氏
名
を
記
入
し
て
、

〒
2
8
0
千
葉
市
市
場
町
一
―
一
県

庁
文
化

国
際
課
「
童
謡
と
お
は

な
し

」
係
(
0
0
4
7
2

ム

Ｊ

－
2
4
0
6

番
）へ
（
先
着
順
）

ご
み
の
減
量
・
再
資
源
化
活
動
団
体
等
に

奨
励
金
を
差
し
上
げ
ま
す

活

動

団

体

は

届

け

出

を

市
内
で

、
ご
み
の
減
量
化
・

再
資
源
化
に
つ

な
が
る
活
動
を

行
っ
て

い
て

、
顕
著
な
効
果
を

あ
げ
て

い
る
団

体
等
に
活
動
奨

励
金
を
交
付
し
ま
す
。

現
在
、
ご
み
の
減
量
化
・
再

資
源
化
活
動
を
行
っ
て
い

る
団

体
、
あ
る
い
は
こ
れ
か
ら
行
お

う
と
し
て
い
る
団
体
は
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
清
掃
第
一
課
の
リ
サ
イ
ク
ル

活
動
補
助
金
の
登
録
と
は
別

に
届
け
出
が
必
要
で

す
。

対
象
二

千

人
以
上
の
松
戸

市
在
住
・
在
勤
者
で
構
成
さ
れ

リ
サ
イ

ク
ル
可

能
な
有
価
物
を

定
期
的
に
収
集
し
業
者
へ
引
き

渡
す
活
動
や

、
そ
の

他
の

ご
み

減
量
化
・
再
資
源
化
活
動
を
行

つ
て
い
る
団
体
で
、
営
利
を
目

的
と
し
て
い

な
い
も
の

受
け
付
け
＝・
５
月
７
日
㈹
か

ら
、

ご
み
を
減
ら
す
課
で
（
届

け
出
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
が
、

現
在
活
動
中
の
団

体
は
、
５

月

3
1日
ま
で
に
届
け
出
て
く
だ
さ

い
）
黯

ご
み
を
減
ら
す
課

家
庭
用
生
ご
み
処
理
容
器
の
購
入
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

ごみの減量・再資源化活動を支援します

市
で
は

、
ご
み
減
量
化
対
策

の
一
環
と
し
て
、
家
庭
用
生

ご

み
処
理
容
器
を
購
入
し
た
人
に
、

一
基
当
た
旦

二
千
円

（
一
世
帯

二
基
ま
で
）
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

生
ご
み
処
理
容
器
の
取
扱
店
に

つ
い
て
は
下

表
を
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い

。

黯

ご
み
を
減
ら
す
課

市内の生ごみ処理容器取扱店と価格

取 扱 店 製 造 元
商 品 名

容量
サイズ(直径･高さ)

価 格
(消費税込) U

村
田 建 材 ㈱
松飛台325
088-1886 番

ア ロ ン 化 成 ㈱

コンポエース100P
ﾉﾉ130P
ﾉﾉ180P

100e(56al･72㎝)
13
μ(59㎝･82cm)
1806(67㎝･89cm)

脱臭発酵促進剤1本付き
5.150
円

5,459円
7,622円

据え置き型

ポリエチレン

松戸市農業協同組合
経済
センター
馬橋1939-1

041-5151$
(各支店
でも可)

干葉小金農業協同組合
小金きよしヶ丘1-7-3

昔41
－4151番

(新松戸販売所も可)

東洋テルミ ー㈱

コンポスター130型

コンポスター190型

13㈲(60a･6朏)

19％(72㎝･ｱ効)

不快害虫駆除剤2個
脱臭発酵促進剤1本付き

5.150円

5,356円

㈲江
戸川サービ ス

新松戸南2-144
〃j叭＿IQgR311

㈱中 部オリ オ
ン

トラツシユメイト
四(4 池･5池)

脱臭浄化促進剤1本付き
9,000円

埋め込み型
ガラ ス繊維
協ｋ樹脂

妛販売価格から市補助金3,000円を引いた金額で購入できます。

ビ

デ

オ

「
め

ざ
せ

、

ご
み

減

ら
し

／

」

（
Ｖ

Ｈ

Ｓ

）

を

貸
し

出

し

ま
す

ご
み

減

量

を
呼

び
か
け

た

ビ

デ
オ

が
で

き

ま

し

た

。

映

像
時

間

は

約
二

十

分
で

す

。
左

記
で

貸
し

出

し

ま

す

。
ご
利

用

く

だ

さ
い

。

貸
し

出

し

施

設
・
・・
ご
み

を

減
ら

す

課

、
視

聴

覚
ラ

イ

ブ
ラ

リ

ー
（

社
会

教

育

課
内
）
ま
た
は
図
書
館
本

箆
1
6
5－
5
1
1
5

番

黯

ご
み

を

減
ら

す

課

公

認

の

私

立
幼

稚

園
に

、
三

・
四

・

五

歳
児

を

通

園

さ
せ

て

い

る
保

護

者
に

補

助

金

を
支

給

し

ま

す

。

幼

稚

園

就

園

奨

励

費

補

助

金

対

象
・・
・
平

成
３

年
６

月

１

日

か

ら
1
0
月

１

日

ま
で

の

間

、

市

内
に
住
所
登
録
を
し
て
い
て
、

公
認
の
私
立
幼
稚
園
に
三
・
四

・
五
歳
児
を
通
わ
せ
て
い
る
保

護
者

補
助
金
額
・・・
別
表
参
照

心
世
帯
の
中
で
二
人
以
上
の
所

得
か
お
る
場

合
は
、
合
算
さ

れ
ま
す
。

お話しに聞きいる子どもたち

就園奨励費補助金の基準及び補助金額

区分 基準(平 成３年度市民税年 額) 補助金 額(年額)

Ａ 生活保護世帯 ・市民 税が非課税の世帯 111,000円を限 度

Ｂ
市民 税所得割額が非 課税の世帯

(均 等割のみ課税の世帯)
86,600 円を限 度

Ｃ
３ 歳児89,100 円

市民税所得割額が４歳児96,800円以下の世帯
5 歳児105,000 円

49,900 円を限度

市
民
税
未
申
告
の
人
は
、
７

月
1
5日
㈲
ま
で
に

、
市
民
税

課
へ

申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

申
請
手
続
き
こ・
幼
稚
園
が
指

定
し
た
日
ま
で

に
、
「
保
育
料

減
免
措
置
に
関
す
る
調
書
」（
６

月
に

幼
稚
園
で
配

布
）
を
幼
稚

園
に

提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

幼
稚
園
児
補
助
金

対

象

…

平

成
３

年
５

月

―
日

現

在

、

市
内

に

住

所

登

録
を

し

て

い

て

、
公

認
の

私

立

幼
稚

園

に

三

・
四

・
五

歳

児

を

通
わ

せ

て

い

る

保
護

者

補

助

金

額
・
・・
五

歳

児
ｈ

二

万

二

千

円

、
四

歳

児

＝

二
万

円

、

三

歳

児

＝
七

千

円

（
い

ず
れ

も

年
額

）

申
請
手
続
き
＝
各
幼
稚
が

行

い

ま
す

。

※

市

外
の

幼

稚

園
に

通
わ

せ
て

い

る

場
合

は

、
そ

の

幼

稚

園

ま

た
は

市

教

育

委
員

会

庶

務

課

庶
務

係

へ

お
問

い

合

わ
せ

く

だ
さ

い

。

支

給

時

期

幼

稚

園
就

園

奨
励

費

補

助

金

…

１９
一
月

中

旬

幼

稚
園

児

補

助
金
・
・・
７

月

中

旬類

各

幼

稚

園
ま

た

は

教

育
委

員

会

庶

務

課
庶

務

係

楽々バランスメニュー教室
ヘ ルシー １日 、1600Kcal の シンプ ル料 理

会
場
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

対

象

市
内
在
住
・
在
勤
の
人
で
、
当
セ
ン

タ
ー
の
医
学
的
検
査
を
一
年
以
内
に

受
診
し
た
人
（
受
け
て
い
な
い
人
や
。

一
年
以
上
経
過
し
た
人
は
検
査
を
受

け
て
く
だ
さ
い

）

費
用

材
料
費
毎

回
四
百
円

定
員
先
着
四
十
人

惠
５
月
７

日
㈹
９

時
か
ら
、
電
話
で

健
康
増
進
セ
ン
タ
１
｛
1
6
5
1
5
5
8
8

番
・
6
8－
1
8
1
4

番
へ

あなたも、楽しくヘルシーに

春 コ ー ス
日 時 内 容

5/16W

パ
食物繊維、足り てますが？

6/20W １日10g 以下の低塩メニュ ー

7/18 内 今より２点減らしてダイエツト！

※講話および調理実習があり ます。

６

月

２

日

は

春
の
市
民
ぐ
る
み
て

ク
リ
ー
ン
デ
ー

関
東
地
方
一
都
九
県
の
同

一
歩
調
に
よ

る
「
環
境
美
化

運
動
」
を
市
内
各
所
で
行
い

ま
す
。

ま
た
、
河
川
美
化
月
間
の

一
環
と
し
て
、
江
戸
川
沿
岸

の
十
四
市
町
村
が
同
一
歩
調

を
と
り
、
統
一
美
化
運
動
を

行
い
ま
す
。

関
東
地
方
環
境
美
化
運
動

ゴ
ミ
ゼ
ロ
の
日

日

時
６

月
２
日
㈲
午
前
中

の
一
時
間
程
度
（
雨
天
の

場

合
は
９
日
㈲
に
延
期
し
ま
す
）

清
掃
範
囲
町

会
内
の
公

園

な
ど
の
公
共
ス

ペ
ー
ス

や
冢

の
周
辺

頸

清
掃
第
一
課
業
務
係

江

戸

川

ク

リ

ー

ン

作

戦

日
時
６

月
２
日
収
午
前
９

時
无

…一
時
（
雨
天
の
場
合
は

９
日
㈲
に
延
期
し
ま
す
）

清
掃
範
囲
江
戸
川
河
川

敷

憑

清
掃
部
管
理
課
庶
務
係

昨
年
の
江
戸
川

ク
リ
ー
ン
作
戦

ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
の

チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
す

平
成
３

年
度
版
「

ご
み
の

分
け
方
・
出
し
方
」
の
チ
ラ

シ
を
、
町
会
・
自
治
会
を
通

じ
て

各
家
庭
に
配
り
ま
す
。

届
か
な
い
場
合
に
は
、
市
役

所
・
支
所
に
用
意
し
て
あ
り
ま

す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

蠢
清
掃
第
一
課

業
務
係

今
月
の
納
期
は

条
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（

第
一
期
納
期

限
）
＝・
５
月
3
1日

奉
特
別
土
地
保
有
税
・・・
５
月
3
1日

奉
軽
自
動
車
税
＝・
５

月
3
1日

奉
国
民
年
金
保
険
料
・・・
５
月
分

※
２
年
度
分
の
納
め
忘

れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

も
う
一
度
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

早

め

に

納

付
（
納

入

）
お
願

い

し
ま

す

。

安
全
・
確
実
な
口
座
振
替
の
ご
利
用
を

手数料・保険料・各種税

私
立
幼
稚
園
児
に

補
助
金
を
支
給
し
ま
す



1991 年(平成３年)５月５日

失切公民館成人講座(第１期)

あなたも姶めて

みませんか

対象…市内在住・在勤の人

亟直接またはハガキに、希望科目･住所･氏名･年齢･電話

番号を記入して、〒271松戸市上知切299－l矢切公民館

(登68－1214番)へ

※電話による申し込みはできません。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す

科目 日 時 講師 内 容
費用
(教材費)

中 国 語

5/14 ～7/16 の

毎週火曜日

午後２時～４時

関 綱氏

あいさつ､日常会話、

四声､数量､時間、曜

日ほか

2,500円

鎌倉彫り

5/15 ～7yIZ の

毎週水曜日

午後塒3竕~珊3吩

石井富岳氏

基礎彫り、盆（万年

青文）､手鏡（菊文） 2,800円

クラシック

音 楽

5/18 ～7/20 の

毎週土曜日

午後２時～４時

吉田敏夫氏

アマデウス・モ―ツ

アルト、ショパン、

ベート ーベン、ワー

グナーほか

1,000円

江戸木目込み

人 形

5/17 ～フ/19の

毎週金曜日

午前19時～正午

浅野美蓬氏

木目込み人形の基本

木目込みひな人形の

製作

(男びな女びな)

6,500円

尺 八

5/17 ～7.19 の

毎週金曜日

午後6眄～ｱ 眄3吩

秋田紅山氏
尺八の初歩､吹き方、

運指、簡単な唱歌
2,000円

楽 し い

初 心 者

歌謡教室

5/19 ～7/21 の

毎週日曜日

午前10時～正午

公民館職員

あなたも歌がうまく

なる発声法、実践、

フォーク、ポップス

ほか

3,000円

市長の窓

水と緑と文化のまちをめざして

水
と
緑
と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

官
間
満
寿
雄

松
戸
市
は
現
在
第
四
次
総

合
五
か
年
計
画
を
遂
行
中
で

あ
り
、
平
成
３
年
度
は
そ
の

中
間
の

年
に
当
た
り
ま
す
。

第
四
次
総
合
五
か
年
計
画

に
お
い
て
は
、
市
民
の
健
康
・

福
祉
の
増
進
、
道
路
・
下

水

道
の
整
備
、
教
育
内
容
の

充

実
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
計
画

を
盛
り
こ
ん
で
い
ま
す
。
ま

だ
水
と
緑
と
文
化
の
ま
ち
づ

く
り
も
、
重
点
と
し
て
い

ま

す
。水
と
は
、
川
の

水
質
を
浄

化
し
、
清
流
を
復
活
さ
せ
よ

う
と
す
る
も
の
で

す
。

「
水
を
治
め
る
者
は
国
を

治
め
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す
よ
う
に
、
松
戸
市
は

こ
れ
ま
で
治
水
を
重
点
的
に

施
行
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。

お
か
け
さ
ま
で

、
懸
案
で

あ
っ
た
国
分
川
分
水
路
事
業

も
、
平
成
５

年
度
は
完
成
の

見
込
み

と
な
り
ま
し
た
し
、

樋
野
口
に
は
、
平
成
３
年
度

か
ら
新
た
に
、
坂
川
か
ら
江

戸
川
へ
の
出
口
と
な
る
樋
門

の
工
事
が
着
手
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
多
年
苦
労

し
て

き
た
治
水
事

業
は
、
解
決
の
見

通
し
が
つ
き
ま
し

た
。そ
こ
で

、
第
四

次
総
合
五
か
年
計

画
で

は
、
い
よ
い

よ
清
流
復
活
の
事

業
に
着
手
す
る
こ

と
に
し
た
わ
け
で

す
。坂
川
や
新
坂
川

は
県
管
理
の
河
川

で

す
か
ら
、
ヘ
ド
ロ
の
浚
渫

な
ど
は
県
に
お
願
い
し
ま
す

が
、
市
は
坂
川
や
新
坂
川
へ

流
れ
込
む
支
川
に

浄
化
施
設

を
建
設
し
て

、
き
れ
い
な
水

を
坂
川

な
ど
に
流
そ
う
と
す

る
も
の
で
、
す
で
に
一
部
地

域
で

着
工
し
て
い
ま
す
。

緑
と
は
、
市
内
に
存
在
す

る
貴
重
な
緑
を
残
し
つ
つ

、

さ
ら
に

増
や
そ
う
と
す
る
も

の
で

す
。

市
で
は
樹
林
地
を
持
つ
地

主
さ
ん
に
、
わ
ず
か
の
助
成

金
で
樹
林
を
残
す
よ
う
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

地
主
さ
ん
の

ご
協
力
に
よ

り
、
保
護
指
定
面
積
は
八
十

二
言
に
も
な
り
ま
す
。

緑
を
保
全
す
る
た
め
の

典

型
的
な
市
の
事
業
は
、
千

駄

堀
に
で
き
る
二
十
一
世
紀
の

森
と

広
場
で

す
。
五
〇
・
五

レ
の
広
大
な
区
域
で
す
が
、

土
地
価
格
が
上
昇
し
て
い
ま

す
の
で

、
財
政
的
に
は
松
戸

市
始
ま
っ
て
以
来
の
大
事
業

と
な
り
ま
す
。

し
か
し

、
一
日
も
早
く
完

成
さ
せ
て

、
松
戸
市
の

シ
ン

ボ
ル

と
し
て
皆
さ
ん
に
開
放

し
た
い
と
努
力
中
で
す
。

文
化
に
つ
い
て

申
し
あ
げ

ま
す
と
、
市
で

は
、
市
民
の

自
主
的
な
文
化
活
動
を
援
助

し
た
り
、
文
化
施
設
完
成
の

暁
に
は
、
よ
い
音
楽
や
演
劇

を
比
較
的
低
廉
な
料
金
で

楽

し
め
る
よ
う
に
す
る
た
め
に

昭
和
6
1年
に
文
化
振
興
財
団

を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

毎
年
度
の
予
算
で

、
財
団

の
基
本
財
産
を
増
や
す
こ
と

に
し
て
お
り
、
将
来
十
億
円

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

文
化
施
設
の
建
設
に
つ
い

て

は
、
す
で

に
広
報
に
お
い

て

お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す

の
で

、
概
要
は
ご
存
知
か
と

思
い

ま
す
が
、
二
十
一
世
紀

の
森
と
広
場
の
な
か
に
は
、

博
物
館
お
よ
び
文
化
会
館
が

建
設
さ
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。

平

成
５
年
中
の

完
成
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。

新
松
戸
に
で

き
る
音
楽
ホ

ー
ル
に
つ
い
て

も
、
お
知
ら

せ
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

平
成
３
年
度
中
に
は
着
工
で

き
る
よ
う
、

デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

と
協
議
中
で
す
。

こ

れ
ら
の
事
業
に
は
、
膨

大
な
資
金
を
必
要
と
し
ま
す

が
、
松
戸
を
他
に
誇
れ
る
ま

ち
と
す
る
た
め
に

、
が
ん
ば

り
ま
す
。

平
成
３
年
度
生
涯
学
習
大
学

1
9困

Ｑ
ｙ
５
困
剄一
困

1
1ｙ
７
内
1
7内

匐
／
３
困
知
内

９
ｙ
５
困
1
8困

フ
／
４
困
2
0困

６
／
６
困

５
／
2
3㈲
日
時

午正一時１０前午

音
楽
と
思
想

健
康
と
歯
の
関
係

～
健
康
は歯
が
ら
～

高
齢
者
と心
の
健
康

外
国
人
労
働
者
を

と
り
ま
く
諸
問
題

難
民
間
題
（
予
定
）

川

柳
に

見

る

江

戸
風

俗

ご
み
問
題
を
考
え
る

「

カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
の
窓
口
か
ら
～

家
族
つ
て
な
に
？

開

講

式

内

容

音
楽
家

仙
道
作
三
氏

宇
佐
見
歯
科
院
長
宇
佐
見

宏
氏

都
立
医
療
技
術
短
期
大
学

講
師

長
田
久
雄
氏

ア
ジ
ア
女
子
労
働
者
交
流
セ

ン
タ
ー

広
木
道
子
氏

未

定

古
川
柳
研
究
会
下
山
山
下
氏

市
ご
み
を
減
ら
す
課
長

東
京
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
ア
カ

デ
ミ
ー
・
力
つ
ン
セ
ラ
ー

富
田
富
士
也
氏

／
講

師

市民劇場ホール 会場

対
象
…

市
内
在
住
の
六
十
歳

以
上
の
人

定
員
二
二
百
人
（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
）

圃
５
月
1
5
日
内
[
消
印
有
]
ま

で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記

入
し
て
、
〒
2
7
1
松
戸
市
根
本
三

八
七
―
五
松
戸
市
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
生
涯
学
習
大

学
係

へ

春の

青年講座
側電話で、社会教育課青少

年婦人係へ

昨 年 の 講座「英 語 で 遊ぼ う 」

科 目 期 日 時間 会場 内容・講師 対象 定員 費用

ことば、手紙

の マ ナ ー

5/21 ～7/23

の毎週火曜日

全10回

工

フ？

品

乙

館吏

話し方や手紙の書き

方

日本Ｈ・Ｒ研

金光達太郎氏

松戸コト バの会

大越ハツエ氏

16
S

30
歳
の
人

先着

20人
なし

留 学 生 と

一 緒 に

生 け 花 を

5/17 ～7/26

の毎週金曜日

全10回

(5.'31を除く)

外国人留学生と生け

花を通じて交流

松戸華道協会

先着

12人

7,000円

( 花代)

青年のための

ﾌｫｰｸ ﾀﾞﾝｽ

入 門

5/18 ～7/20

の毎週土曜日

全10回

勤
労
会
館
ホ
｜ル

ワルツターン・ツー

ステツプターンなど
松戸青年フォークダ

ンス協会

先着

男女

各10人

1,000円

歯
を
大
切
に

フ
ツ
素
を
塗
っ
て
強
い
歯
に
②

前
回
は
フ

。
素
を
塗
る
こ

と
で
、
歯
の
表
面
を
強
く
し
、

む
し
歯
を
防
ぐ
話
を
し
ま
し

た
。一
番
効
果
が
上
が
る
の
は
、

乳
歯
や
若
い
永
久
歯
に

塗
布

す
る
こ
と
で

す
。
そ
の
ほ
か

フ

ッ
素
を
配
合
し
た
歯
磨
き

剤
を
使
っ
た
り
、
フ
ッ
素
を

含
ん
だ
水
で

洗
囗
す
る
こ
と

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
も
、
む
し

歯
予
防
に
は
効
果

が
あ
り
ま

す
。フ

ッ
素
は
空
気
・
水
・
土
・

食
物
等
ど
こ
に
で

も
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
フ
ッ
素

を
含
ん
だ
食
品
を
と
る
こ
と

も
、
歯
を
丈
夫
に
し
ま
す
。

魚
・
肉
・
牛
乳
・
に
ん
じ

ん
・
さ
つ
ま
い

も
・
じ
ゃ
が

い
も
・
お
茶
な
ど
に
は
特
に

た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

特
に
お
す
す
め
し
た
い
の

は
、
毎
日
の
飲
み

も
の
を
、

清
涼
飲
料
水
や
甘
い
飲
み
も

の
か
ら
、
フ
ッ
素
を
た
く
さ

ん
含
ん
だ
牛
乳
や
緑
茶
に
変

え
る
こ
と
で
す
。
歯
を
守
る

う
え
で

、
大
変
強
い

味
方
に

な
り
ま
す
。

最
後
に
、
フ
ッ
素
を
塗
っ

て
も
む
し

歯
に
な
り
ま
す
。

お
や
つ
や

歯
み
が
き
に
十
分

注
意
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
松
戸
歯
科
医
師
会
）

●生物圏でのサイクル

むし歯を予防する方法の１つとしてフツ化物が使われています。

フッ素は自然界のどこにでも存在し、人間の生体を構成するなく

てはならない成分の１つです。

●毎日の食事で食べたり飲んだりしていることを知つていますか？

フツ素は私たちの食生活でとる食品の中に含まれ、特に海草類や

魚に多く、水、お茶などからも自然にとり入れています。



第７５４号

身体計測(基本健康診査)

中 ・高 年 の あ な た へ

年に一度は健康チェックを
市
で
は
、
成
人
病
の
予
防
と
早
期
発
見
の
た
め
に
、

各
種
の

健（
検
）
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
２
年
４
月
か
ら
今
年
の
１
月
ま
で
に
、
市
で

行
っ

た
健
（
検
）
診
を
受
け
た
人
は
約
四
万
九
千
人
に

な
り
ま
す
。

年
に
一
度
、
あ
な
た
の
健
康
を
チ

エ
ッ
ク
し
ま
せ

ん
か
。

健

（

検
）

診
に

は

、
集

団

健

（
検

）
診
会

場
で

受
け

る

方

法

と
、

医

療

機

関
で

受
け

る

方
法

の

二

通
り

が

あ

り
ま

す

。

年
齢

や

性
別

に

よ

り
受

け

る

内

容
が

違
い

ま

す

。

表

①
で

確

認
し

て

く

だ

さ
い

。

対

象

者

に

は

個

人

通

知

健
（
検

）
診
の

対

象
に

な

る

人

に

は

個

人

通
知

を

し
て

い

ま

す

。

対

象

と

な
る

の

は
３

月
3
1
囗

現

在
、

住

民
登

録

を

し
て

い

る

四

十

歳

以

上
の

人

全

員
と

、
今

年

度
中

に

三
十

歳

・

三
十

五

歳

に

な
る

女

性
で

す

。

５

月

中

に

は

通
知

が

お
手

元

に

届
き

ま

す

。

子

宮

が

ん

・
乳

が

ん
の

検
診

や
胸

部

レ

ン
ト

ゲ

ン

検
査

な

ど

は

、
通

知

が
こ

な

い
人

で

も

受

診
で

き

ま

す

。
あ

な

た
の

該

当

す

る

も
の

を

よ
く

確

か
め

て

受

診
し

て

く

だ

さ
い

。

共

通

受

診

券

を

お

持

ち

く

だ

さ

い

健
（
検
）
診

は

集

団
で

も

個

別

で
も
、
あ
な
た
の
都
合
の
よ
い

日
時
・
会
場
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

個
別
に
医
療
機
関
で
受
け
た

い
と
い
う
人
は
、
表
②
の
受
託

医
療
機
関
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

受
診
す
る
と
き
は
、
共
通
受

診
券
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

共
通
受
診
券
が
届
か
な
い
と

き
や
失

く
し
た
と
き
は
、
支
所

内
の
市
民
健
康
相
談
室
へ

ご
相

談
く
だ
さ
い
。

費

用

免

除

制

度

が

あ

り

ま

す

次
の
人
は
、
費
用
が
免
除
さ

れ
ま
す
。
該
当
す
る
人
は
、
受

診
会
場
や
医
療
機
関
の
受
付
で

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

該
当
す
る
人
・
＝
①
老
人
医
療

受
給
者
証
を
お
持
ち
の
人

②
生

活
保
護
世
帯
・
市
民
税
非
課
税

世
帯
に
属
す
る
人

頸

健
康
管
理
課
業
務
係

問
診
。
体
調
な
ど
で
気
に
な
る
こ
と

を
相
談
し
ま
し
よ
う

血
圧
測
定
。
高
血
圧
は
成
人

病
の
原

因
に
な
り
や
す
い
の
で
注
意
し
ま
し

よ
う

一 覧 表

○印のついている健(検)診が受けられます

表① 市が行っている健(検)診

健(検)診名 方 法 実 施 の 場所 対 象 検 査 項 目 費 用 実施 予 定 時 期

基本健康診査

集団
集団健診会場

表③

40～59歳

男・女

＊問診＊血圧 測定 ＊検尿 ＊身体計測

＊血液検査(貧血検査･肝機能検査･

コレ ステロ ール･中性 脂肪･ 尿酸)

☆医師が必 要と 認めた人にはさらに

次の検査を 行い ます。

(心電図検査・血糖検査・眼底検査)

無 料

５月 ・６月・

９月

個別
受託医療 機関

表②

40歳以上

男 ・女
４月～４年3 月

☆今年度から血液検査に肝機能・中性脂肪・尿酸が追加され、検査内容が一層充実しました。

☆中 性脂肪は、検査の前に 食事をと ると正しい 数値がつかめま せん。次のこ とに気をつけ て下さい。

①午前中受ける場合－できるだけ朝食をとらない②午後受ける場合一朝食をかるくして、昼食をとらない

肺がん検診

(結核住民検

診)

集団

集団健診会場表③

☆基本健康診

査と 同時実施

∠10～59歳

男 ・女

＊問診

＊胸部レ ント ゲン検査( 集団検診で

は 間接撮影､個 別検診では直接 撮影)

☆医師が必要と 認め た人 には喀痰( か

く たん) 細胞診検査を行い ます。

無 料

☆喀痰細胞診検 査

は集団=400 円､ 個

別=700 円

基本健 康診査の

集団と同時 実施

個別
受託医療機関

表②

40歳以上

男 ・女
４月～４年 ３月

子宮がん検診

集団 集団検診会場
30歳以上

女性

＊問 診

＊膣スメア
☆医師が必 要と 認め

た人には体部がん検

診もあわせ て行い ま

す。

集団＝400 円( 体部

も実施 ＝800円)
７月

個別
受託医療機関

表②

＊ 問診

＊膣スメア

＊頸管スメア

個別＝700 円( 体部

も実施＝1400 円)
４月～ ４年３月

乳がん検診

集団 集団検診会場
30 歳以 上

女 性

＊問診

＊ 触診

集団＝100円 ４年1 月～２ 月

個別
受託医療機 関

表 ②
個 別＝400円 ４ 月～４年３月

胃がん検診 集団 集団検 診会場
40歳以上

男 ・女

＊問診

＊胃 部レ ント ゲン検査
集団＝500 円 10月～12月

成人歯科健診 個 別 受 託医 療機関

40・45・

50・55・

60歳

男・女

口 腔内 診査と相談 無 料 ４月～４年３月

※集団健診会 場(表 ③)では、婦人 の健康診査も実 施し てい ます。

(35 歳～39歳一検査項目 は検尿 ・血圧 測定 ・貧血検査 ・コレ ステロ ール検査など で無 料です｡)

予

防

が

大

切

成

人

病

私
道
の
舗
装
（
新
設
・
補
修
）
と

側
溝
敷
設
の
お
手
伝
い

Ｌ
型
溝
敷
設
工
事

Ｕ
字
溝
敷
設
工
事
（
ふ
た
つ
き
）

Ｕ
字
溝
敷
設
工
事（
ふ
た
な
し
）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
新
設
工
事

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
補
修
工
事

（
オ
ー
バ
ー
レ
ィ
）

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
新
設
工
事

ド

九
二
、
九
八
〇
円
／
ｍ

六
、六
三
〇
円
／
ｍ

三
、
三
三
〇
円
／
ｍ

三
、
一
〇
〇
円
／

爾

六
四
〇
円
／

ぽ

一
、
九
〇
〇
円
／

ぽ

両
端
が
公
道
に
接
す
る

道

路

四
、
一
七
〇
円
／
ｍ

九
、
二
八
○
円
／
ｍ

四
、
六
六
〇
円
／
ｍ

四
、三
四
〇
円
／

ぽ

九
〇
〇
円
／

府

二
、六
六
〇
円
／

ぼ

一
端
が
公
道
に
接
す
る

道

路

対

象
と
な
る
私
道
＝・
①
道
幅

が
原
則
と
し
て
四
か
以
上
あ
る

②
両

端
ま
た
は
一
端
が
公
道
に

接
し
て
い
る
③
築
造
後
五
年
以

上
経
過
し
て

い
る
④
五
世
帯
以

上
の

住
居
が
隣
接
し
て
い
る
⑤

工

事
の
支
障
と
な
る
物
件
が
な

い
⑥
側
溝
敷
設
に
つ
い
て
は
、

公
道
等
の

排
水
施
設
に
接
続
が

可
能
。
以
上
の
条
件
を
す
べ
て

満
た
し
て
い

る
私
道

工
事
の
申
請
が
で
き
る
人
・
＝

私
道
敷
地
を
所
有
し
て
い

る
人

な
ど
の
総
意
に
基
づ
い
て

、
一

切
の

権
限

を

任
さ

れ
て

い

る

人

。

ま

た
は

私

道

敷
地

な

ど

の

管
理

に
つ

い

て

組

合

等

が
設

立

さ

れ

て

い

る
場

合

に
は

、
そ

の

長

受

付
期

間
・
・・
５

月

７

日

㈹
～

3
1日

窗

工

事
の

内

容
・
＝
舗

装
工

事

は

、

ア

ス

フ

″
ル

ト

舗

装

ま
た

は

コ

ン

ク
リ

ー

ト
舗

装

。

側
溝

工

事

は
、
Ｕ
字
溝
（
ふ
た
付
き
を
含

む

）

ま

た

は
Ｌ

型

溝

地

元

負

担

見
込

額

＝
・
右

表
の

と

お
り

塵

土

木

部

管

理
課

業

務

係

生
き
が
い
福
祉
事
業
団
会
員
を
募
集

対
象
・
・
・
健
康
で
働
く
意

欲

が

あ

る
六

十

歳
以

上

の

未

就

労

者

圉

写

真

と

印

鑑

を

持

参

し

て

、

午

前
９

時

～

午

後

４

時

（
土

曜

日
は

午

後
０

時
3
0
分

）

の

間
に

、

下

表

の

各
施

設

へ

黷

生
き

が
い

福

祉

事
業

団

｛
1
8
4
1
3
1
9
1

番

地 区 名 受 付 場 所 受付日

松 戸 地 区 ながいき課 月～土

矢 切 地 区 矢切老人福祉センター

火～土東 部 地 区 東部老人福祉センター

馬 橋 地 区
馬橋市民センター

馬橋東市民センター 日･木除く

常 盤 平 地区 常盤平老人福祉センター

火～土小金･小金原地区 小金原老人福祉センター

新 松戸 地 区 新松戸市民センター

五香六実地区 生きがい福祉事業団 月～土

匡
民
健
康
保
険
料
の

賦
課
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
料
は
、
今
年

度
か
ら
暫
定
賦
課
を
と
り
や
め
、

第
一
期
（
６
月
）
か
ら
本
算
定
賦

課
に
な
り
ま
す
。
保
険
料
の
算

定
に
必
要
で
す
の
で
、
所
得
の

申
告
を
至
急
し
て
く
だ
さ
い
。

蠢
国
民
健
康
保
険
課
保
険
料
賦

課
係

地

区

名

松

戸

・

明

地

区

東

部

・

矢
切
地
区

常

盤

平

・

五

香

地

区

馬
橋
地
区

小
金
・
小
金
原
・
新
松
戸
地
区

医 療 機 関 名 電 話 番 号

一 井 内 科 診 療 所 68-6696

慶 仁 会 医 院 6アー1311

佐 藤 医 院 64-6391

瀬 嵐 産 婦 人 科 62づ553

高 橋 産 科 婦 人 科 65-5050

立 原 医 院 62-3718

東 京 病 院 65-1211

西 川 内 科 医 院 68-0081

平 野 医 院 62-2322

発 地 医 院 62-2531

稔 台 内 科 ・ 小 児 科 66-1212

吉 崎 外 科 医 院 62-3800

健 生 診 療 所 62-3753

成 宮 医 院 63-8521

梨 香 台 藤 井 医 院 91-3018

泉 田 ク リ ニ ッ ク 88－0498

宇 野 医 院 86-4822

川 井 産 婦 人 科 医 院 86-5111

久 保 田 医 院 8アー5454

桜井医院 87-5459

東 京 病 院 松 飛 台 8∠1-3111

常 盤 平 中 央 病 院 87-4121

大 塚 泌 尿 器 科 医 院 84-2323

三 橋 医 院 87-5553

山 口 医 院 86-8128

六 高 台 病 院 85-2251

大 川 病 院 41一3011

兒 玉 医 院 45一6971

八 ヶ 崎 医 院 41-5118

松 沢 ク Ｕ ニ ツ ク 43-8831

大 久 保 医 院 42-1076

岡 田 医 院 41-0816

工 藤 医 院 42-3207

小 泉 産 婦 人 科 医 院 42-1071

斉 藤 医 院 41-0204
新松戸レ ディ スクリ ニック 45-5191

高 橋 整 形 外 科 41-556∠|

橋 本 内 科 医 院 41-9474

平 敷 産 婦 人 科 医 院 45-8758

山 本 病 院 41-3191

基
本
健
康
診
査

肺
が
ん
検
診

子
宮
が
ん
検
診

乳

が
ん
検
診

○

○

○ ○

○ ○

○ ○

○

○ ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○

○

○

○ ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○

○ ○ ○

○ ○ ○

○

○ ○ ○

○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○

○

○ ○ ○

○ ○

○

○ ○

○

○

○ ○ ○

○ ○ ○



1991 年(平成３年)５月５日

表
③

集
団
基
本
健
康
診
査
日
程
表
（
前
期
分
）

フ
宙
６
困
４
㈲

６
／
３
目
3
1廊
2
9團
2
8㈲
2
7側
2
4瀏
2
3困
2
1㈲
2
0側
1
7宙
1
6困
1
5團
1
3§
1
0宙
９
附

５
／
８
伽

期

日

二
十
世
紀
か
丘
市
民
セ
ン
タ
ー

古
ヶ
崎
市
民
セ
ン
タ
ー

東
部
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

明
市
民
セ
ン

タ
ー

常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー

八
柱
市
民
セ
ン
タ
ー

干
駄
堀
集
会
所

五
香
公
会
堂

六
実
市
民
セ
ン
タ
ー
別
館

松
飛
台
市
民
セ
ン
タ
ー

会

場

午
後
１
時
3
0分
～
３
時

午
前
９
時
3
0分
～
1
1時

午
後
１
時
3
0分
～
３
時

午
前
９
時
3
0分
～
們
時

午
後
１
時
3
0分
～
３
時

午
後
１
時
3
0分
～
３
時

午
前
９
時
3
0分
～
1
1時

午
後
１
時
3
0分
～
３
時

午
後
１
時
3
0分
～
３
時

受

付

時

間

※
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
（
1
5
歳
以
上
の
男
・
女
）
を
同
時
に
行
っ
て
い
ま
す
。

※
4
0歳
以
上
の

人
は
飲
食
を
し

な
い
で

お
い
で

く
だ

さ
い

。

※
当
日
、
会
場
に

直
接

お
こ

し
く
だ
さ
い
。
（
各
会
場
と

も
駐

車
場

が
狭
い

の
で
、
車
で
の

来
場

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）

受 託 医 療 機 関

表②

困
っ
た
こ
と
悩
み
ご
と
は

行
政
相
談
委
員
へ

麾
田

泰
子
氏

青
木
美
枝
子
氏

関
根

壮
吾
氏

渡
来
進
太
郎
氏

和
田

康
男
氏

林

克
忠
氏

氏

名

上
本
部

二
七
三
〇

松
戸
一
一
二
五

金
ヶ
作
三
五
二

高
塚
新
田
四
九
－

一

松
戸
新
田
一
八
－

四

ニ
ツ
木
八
七
住

所

6
2Ｊ
２
６
８
３

6
2１
４
５
０
８

8
7－

１
１
６
５

9
2－

６
２
３
４

6
2－

フ
８
５
３

剖
－

０
８
０
１

電

話

総
務
庁
長
官
か
ら
行
政
相
談

委
員
と
し
て

、
前
記
の
人
た
ち

が
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
気
軽
な
相
談
相
手
と

し
て
苦
情
な
ど
を
伺
い
、
関
係

す
る
役
所
な
ど
に
連
絡
し
て

解

決
を
促
進
す
る
ほ
か
、
行
政
の

改
善
や
民
主
化

を
推
進
し
ま
す
。

蠢
市
民
相
談
室

５
月
1
2日
～
1
8日
は

春
季
行
政
相
談
強
調
週
間
で
す

厚
生
年
金
・
国

民
年

金
積
立
金
還
元
融

資
で

市
立

病
院
の
施

設
な
ど
を
整
備

平
成
２
年
度
病
院
整
備
事
業

と
し
て
行
わ
れ
た
、
医
師
住
宅

建
設
事
業
・
医

療
機
械
整
備
事

業
・
用
地
取
得
事
業
は
、
「
厚

生
年
金
・
国
民
年
金
積
立
金
還

元
融
資
」
に
よ
り
行
い
ま
し
た
。

顔

市
立
病
院
会
計
課
登
6
3－
2

1
7
1

内
線
（
乙
４

り乙
１
番

市 民 会 館

期 日 内 容 開演時間

5/12旧）松戸シティフィルハーモニー管弦楽団演奏会 ☆ 14:00

26日 松戸ブラスオルヶスター演奏会 15:00

280k)民音 泉ピン子トークショー☆
14:00

18:30

29(水)梅沢富美男特別公演☆(前売り制)
13:00

IZ:00

※月曜日は休館日です。☆印のついている催し物は有料です。

黷市民会館容68一1237～9 番

市 民 劇 場

期 日 内 容
開 演
予定時間

5/11出 フォークコンサート☆ 16:30

12(日)エレクトーン発表会 未定

16困 健康カラオケ大会 ☆ 19:00

17圀 立詩吟舞踊愛好会大会 10:30

23困 生涯学習大学 10二00

24刪 松戸手をつなぐ親の会 10:00

25出 語りと音楽の会公演 14:3018:30

26(日)カラオケ発表会 10:00

31宙 新規学卒者求人説明会 14:00

※月曜日は休館日です。☆印のついている催し物は有料です。

固市民劇場S68-0070 番

松戸駅市民ギャラリー

期間 ５月10日宙まで ５月11日出～17日圀 ５月18日(土)～31日田

東
ギ
ャ
ラ
リ
ー

水野伊瀬子

洋 画 展 永 田 博 義

写 真 展

｢本土寺の四季｣

華 墨 会

水 墨 画 展

西ギ
ャラ
リー
すみ絵の会

作 品 展

陶芸教室陶松

作品展

憇社会教育課成人教育係

文化ホールギャラリー

期 間 内 容

5/7{ 刈～12旧) 第32 回 緑樹会 洋画展

５ ／９困～12(日) 生花展青葉流＆フラワーアレンジメント関口社中

5/11 山 ～12(日) 武田 書道会展

5/14M ～ 耀日）

東葛美 術会10 周年記念展

松戸水彩会作品展

第８ 回 月影会展

5/21C火卜 諠 日)
第９ 回 白の会展

丙辰 書展

5/28C 火卜6/2( 日)
15周年記念 麦の会 絵画展

第９ 回 レ ンガ の会スケッ チ展

5/31c ～6/2( 日) 青い鳥こども 美術展

6/4C 火卜 ９(日) 金 曜デッ サン会展

6/4C 火卜14 国 第11口松戸･東葛地区高校美術展

休館日 …月曜日 ・祝日 ・年末年始

開館時間 …午前10時～午後６時( 初日 と最終日 は変更もあり ます｡)

黷文化ホールS67-7810 番

おはなしキャラバン

入場無料・３～９歳くらいが対象

烈市立図書館S65-5115 番

期 日 時 間 会 場

5/8(水)

午後３時

Ｓ

４時

図書館本館

９内 六実市民センター

17田 明市民センター

でんわおはなしキャラバン(テレホンサービス)S63 ―9999番

光化学スモッグにご注意を

地

区

名

松

戸

・

明

地

区

東

部

・

矢
切
地
区

常

盤

平

・

五

香

地

区

馬
橋
地
区

小
金
・
小
金
原
・
新
松
戸
地
区

医 療 機 関 名 電 話 番号

一 誠 医 院 63－ｱ141
遠 藤 医 院 6∠1-5443
奥 隅 医 院 62-1825

栗 原 医 院 62-3105

高 田 外 科 胃 腸 科 62-8237
田 代 外 科 医 院 叫一9976

東 京 健康 管 理ク リ ニ ッ ク 68-6221

中 島 医 院 63-2489
白 外 科 胃 腸 科 63-2631

丸 山 医 院 63－ｱ381

森 田 医 院 62-3136
石 島 胃 腸 医 院 6アー2131

大 須 整 形 外 科 医 院 66-148C〕

大 町 北 ク Ｕ ニ ツ ク 84-2903

中 沢 外 科 胃 腸 科 62-4867

村 田 内 科 医 院 62-4383

足 立 中 央 ク リ ニ ッ ク 関－0088
稲 葉 内 科 小 児 科 医 院 87-2377
勝 呂 医 院 8ｱｰｱ105

草 光 内 科 医 院 87-7405

後 藤 医 院 84－ｱ471
田 所 医 院 8アー5636

常 盤 平 整 形 外 科 87-3689
八 田 産 婦 人 科 85-3281

三 国 医 院 8ｱｰｱ420

森 医 院 87－ｱ132

米 沢 医 院 87-5550
羽 岡 医 院 閲－8228

江 沢 内 科 医 院 42-2014

古 池 外 科 胃 腸 科 医 院 42-1062
友 木 医 院 41-3401

馬 橋 ク リ ニ ッ ク 43-5011
岩 本 医 院 42-1065
大 和 田 医 院 45-1122

北 原 整 形 外 科 43-1016

黒 澤 外 科 胃 腸 科 医 院 41－200Z
小 金 原 病 院 41-1131

新 松 戸 中 央 病 院 45-1111

高 江 医 院 ∠41-3286
富 岡 産 婦 人 科 医 院 42-1078

檜 山 外 科 胃 腸 科 医 院 41-3281
森 内 科 ク リ ニ ッ ク 46-1818
よ な は 産 婦 人 科 医 院 41-3555

井 口 医 院 41-2466

医 療 機 関 名 電 話 番 号

安 掛 医 院 63-2638
上 野 外 科 病 院 63-6238
岡産 婦人 科稔台クリ ニック 6∠1-2071

河 井 産 婦 人 科 医 院 62-1291

コ ス モ 松 戸 ク リ ニ ッ ク 68-1513
新 古 ヶ 崎 医 院 64-1300

高 木 医 院 図 一国Z9

竹 下 医 院 63－62団

東葛クリニック病院 叫一5121

内 藤 医 院 68－0345

平 林 産 婦 人 科 医 院 63-8118
松 戸 外 科内 科 クリ ニッ ク 63-1572

村 山 産 婦 人 科 医 院 62-1602

漆 原 病 院 92-6221
小 関 内 科 医 院 91-1473

皆 川 医 院 62-6201

萩 町 内 科 ク リ ニ ッ ク 69-3655

秋 山 医 院 8アー5556
稲 田 医 院 8アー6766

遠 藤 医 院 87-5451

北 丘 ク リ ニ ッ ク 87-1413

五 香 病 院 87-5558
新 八 柱 台 病 院 87-2501

常 盤 平 小 児 科 内 科 医 院 8Z－ｱ220
鳥 居 内 科 8アー5559

古 幡 医 院 8∠1－1200

宮 内 外 科 医 院 87-4608
吉 田 医 院 87-5438

牧 の 原 ク リ ニ ッ ク 89-8311

市 場 医 院 42-1069
恩 田 病 院 41-1265
高 山 医 院 41-3032

藤 田 医 院 41-2008
旭 神 経 内 科 病 院 85－5566
伊 藤 医 院 41-1368

大 谷 口 医 院 41-1125

菊 池 医 院 ∠53-4568
熊 谷 内 科 45-3333

小 金 原 小 児 科 内 科 医 院 41-2006

新 松 戸 診 療 所 43-9271
鈴 木 内 科 医 院 44 一3∠111

と く い ず み 医 院 45-6000
三 浦 医 院 41-0113

湯 原 産 婦 人 科 医 院 41-6185

足 立 外 科 胃 腸 科 45-0567

基
本
健
康
診
査

肺
が
ん
検
診

子
宮
が
ん
検
診

乳

が
ん
検
診

○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ Ｏ Ｏ

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

Ｏ ○

○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

Ｏ ○ ○ ○

○

○ ○

○

○ ○

○

○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○

○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

基
本
健
康
診
査

肺
が
ん
検
診

子
宮
が
ん
検
診

乳
が
ん
検
診

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○

○

○

○ ○

○

○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○ ○

○

○ ○

○

○ ○ ○

○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○ ○

○

○ ○

○ ○ ○

○ Ｏ

○ Ｏ Ｏ

Ｏ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

○

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ○

○



第７５４号

チャンネル
※タイトルが色刷りのものは、

市主催の催し物です。

催

し

物

く
ら
し
の
セ
ミ
ナ
ー
「
シ
リ

ー
ズ
私
た
ち
の
食
卓
は
今
」

会
場

婦
人
会
館
四
階

ホ
ー
ル

対
象
市
内
の
一
般
消
費
者

費

用
無
料

定
員
先
着
七
十
人

圉

当
日

会
場
か
電
話
で
消
費
生

活
課
消
費
生
活
係
へ

街

頭
消

費

者
キ

ャ
ン

ペ
ー
ン

５

月
2
5日
出
午
後
１

時
～
３

時
場
所
松
戸
駅
デ
ッ
キ
上

内
容
消
費
者
問
題
を
分
か
り
や

す
く
説
明
し
た
パ
ネ
ル

展
示
、

風
船
・
花
の

種
な
ど
の
配
布

頽

消
費
生
活

課
消
費
生
活
係

お
じ

い
ち

ゃ
ん

の
料

理
教
室

５
月
2
1日

㈹
・
2
2日

圉
・
2
3

日

閑
、
午
前
1
0時
3
0分
～
午
後

１

時
3
0分

会
場
小
金
市
民
セ

ン
タ
ー

対
象
市
内
在
住
の
六

十
歳
以
上
の
男
性

定
員

先
着

十
五
人

費
用
無
料

匣
５

月
1
4日
㈹
ま
で
に
、
電
話

で
市
社
会
福
祉
協
議
会
四
6
8－

Ｏ
［｛
り０
３
番
へ

春

の

陶

芸

一

日

教

室

５

月
1
6
日

團

～
1
9
日

面

午

前

の

部
＝

９

時
3
0
分

～
幵
一
時
3
0
分

、

午

後

の

部
＝

２

時

～
４

時

（
い

ず
れ

か

都
合

の

良

い
日

一
回

会
場
陶
松
（
市
立
病
院
裏
）

費
用

五

百
円

（
陶

土

・
焼

き

代

別

）

定
員

一
回

先

着
十

二

人

圉

電

話
で

縄
文

土

器

を

作

る
会

・
小

堀
｛
1
6
8
j
7
7
2
6

番

へ

松

戸
子

ど
も

劇
場

低
・
高
学
年
部
例
会

①
低
学
年
部
＝
５
月
1
0日

窗

午
後
６
時
、
幵
］日
出
午
後
２

時

3
0分
と
５
時
3
0分
か
ら
の
三

回

②
高
学
年
部
＝
５
月
1
8日
出

午

後
６

時
、
1
9日
囲

午
後
１

時
3
0

分
と
４

時
3
0分
か
ら
の
三
回

会
場
①
市
民
会
館
ホ
ー
ル

②
市

民
劇
場
ホ
ー
ル

費
用
各
三
千

円

内
容
①
「
や
っ
て
き
た
ア

ラ
マ
せ
ん
せ
い
」
こ
と
ば
あ
そ

び
の
会
②
舞
台
劇
「
ち
ょ

っ
と

不
思
議
な
物
語
」
劇
団
青
芸

圜

松
戸
子

ど
も
劇
場
四
8
6
1
9

1
5
4

濤

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す

松
戸
史
談
会

手
賀

沼
遊

歩
道

を
歩

く

５

月
1
2日
収

吊

天
の
場
合

ば
1
9日

収
〕
午
前
1
0時
Ｊ
Ｒ

北

柏
駅
前
集
合

費
用
三
百
円
（
昼

食
持
参
）
内
容
北
柏
駅
―
根

戸
城
址
―
旧
武
者
小
路
実
篤
邸

―
新
田
名
主
宅
（
飯
泉
家
）
―

船
戸
古
墳
公
園
―
県
立
手
賀
沼

公
園
―
血
脇
守
之
助
碑
―
バ
ー

ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
碑
―
手
賀
沼

遊
歩
道
―
天
王
台
駅
（
約
八
諺
、

休
憩
を
含
め
徒
歩
約
六
時
間
）

蠢

神
尾
四
4
1－
2
4
5
8

番

野
鳥

観
察

会

「
高

尾

山
」

５

月
1
9日
㈲
午
前
６
時
松
戸

駅
東
ロ
デ
ッ
キ
上
集
合
、
午
後

２
時
現
地
解
散
予
定

場
所
高

尾
山

費
用
無
料
（
交
通
費
は

自
己
負
担
）

持
ち
物
筆
記
具

・
昼
食

主
な
野
鳥
オ
オ
ル
リ

・
キ
ビ
タ
キ
な
ど
の
夏
鳥

巫

電
話
で
公
園
緑
地
課
小
鳥
を

呼
ぶ
係
へ

日

曜

大

工

講

座

’
毎

月
第

二

・

第
三

日

曜
日

、

午

前
９

時

～

正

午

（
５

月

か

ら

一

年

間
）

会
場

松

戸

共

同

高

等

職

業
訓

練

校

定

員

四

十
人

講

師

松
戸

建

築

組

合
員

費
用

月

二

千
五

百

円

（
大

工

道

具

・

材

料

費
は

実

費

）

惠

５

月
７

日

内
～
1
6
日

團

午

前

９

時
～

午

後

２

時

（
土

・
日

収

日

を

除
く

）

の

間
に

、
松

戸

共

同

高

等
職

業

訓
練

校

（
小

金

原

四
－

三
三
－

ニ

ー
4
4－
4
8
2

3

番

）
へ

松

戸

市

民

劇

団

ア

ト

リ

エ

公

演

５

月
1
8
日

出

午

後
７

時
3
0
分

、

1
9日

収
午

後

１

時
4
5
分

と
６

時

4
5分

か
ら

の

三

回

会

場

「

劇

舎

（
し

ば
い

や

）
」

新

京

成

線

八

柱

駅
下

車

徒

歩
二

分

費
用

前

売

り
大

人

千
円

、
大

学

生
以

下

八
百

円

（
当
日

券
は

各

二
百

円

増
し

）

内

容

「
Ｖ

Ａ
Ｎ

Ｉ

Ｔ
Ｉ
Ｅ
Ｓ
（
ヴ
ァ
ニ
テ
ィ
Ｉ
ズ
）
」

蠢

高
梨

四
8
9－
4
6
4
6

番

福

祉

バ

ザ

ー

５

月
1
2
け

⑧

午

前
１１
一
時

～

午

後
２

時

会

場

市

民
会

館

内

容

障

害

者
の

作

品
展

示

と

販
売

※
物
品

の

提

供
に

ご
協

力

を

蠢

障

害

者
問

題

研

究
会

松

戸
サ

ー
ク
ル

・
金
田
｛
1
4
5
j
9
3
8

0
番

松
戸
シ
テ
ィ
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ

ー

管

弦

楽

団

「
春

の

フ

ァ

ミ

リ

ー

コ

ン

サ

ー

ト

」

５

月
1
2
日

照

午

後
２

時

開
演

会

場

市
民

会

館

ホ

ー
ル

費
用

千

円

（
全

席

自

由

）

内
容
「
展

覧

会
の

絵

」

「

未

完
成

」

ほ
か

蠢

桑
原

｀
4
3－
9
3
9
0

番

ビ

デ

オ

技

術
（
初

級

）
講

座

５

月

幵
］日

出

・
1
2
日

面

二

泊
二

日

〕

会

場

県
立

流
山

青

年
の

冢

費

用
二

千

円

対
象

中

学

生
以

上
の

青

少
年

男

女
、

青

少

年
団

体

指

導
者

な

ど

惠

５

月

７

日

㈹

ま
で

に

、

電
話

で

流
山

青

年
の

冢

・

千

坂

公
〇

４

７

１
－
5
9
－
2
0
0
4

番
へ

卜 第１回 第２回 第３回

期 日 ５／８(水) 5/15 團 5/18 圉

時 間 午後１ 時30分～３ 時30分

テ ーマ
日 本の農業問

題

国際化の中での

食品の安全性

不安な食品と

つきあう 法

講 師
農業評論家

林信彰氏

東京都立衛生研究所
医 学博圭
二島太一郎氏

消費者問題研究家

増尾 清氏

婦
人
就
業
技
術
講
習
会

科 目 内 容 対 象 定 員 期 間 時 間

和 裁 科 長じゅばん
多 少経 験の

ある人

各

20
人

６ ６ ～ フノ11の毎

週月･ 火･木･ 金曜日

午前

９時30分

∫

午後

３時30分

老人介 護科
老人介護の 基礎

知識と実技
初心者

編 み 物 科

( 手編 み)
セーター 経験者

６ ／３ ～７ ／８の毎

週月･ 火 一木･ 金曜日

会
場
婦
人
就
業
援
助
セ
ン
タ

ー

対
象
技
術
を
身
に
つ

け
て

就
業
す
る
こ
と
を
希
望
し
て

い

る
女
性

費
用
無
料
（
教
材
費

は
自
己

負
担
）

※
子
供
同
伴
で

の
受
講
は
で

き

ま
せ
ん
。

匣
５

月
1
4日
㈹
～
1
6日
團
、
午

前
９

時
工

Ｈ
時
3
0分
と
午
後
１

時
～
４

時
3
0分
の

間
に
、
本
人

が
印
鑑
と
ハ
ガ
キ
を
持
参
し
、

直
接
婦
人
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー

（
千
葉
市
千
築
港
四
－
三
千
葉

県
経
営
者
会
館
内｛
1
0
4
7
2

－
4
7－
8
5
4
2

番

｝
へ

ス
ポ
ー
ツ

市

民

遠

的

大

会

（
兼

県

民

大

会

選

手

選

考

）

５

月
1
9
囗
㈲

午

前
９

時
か

ら

（
雨
天

中
止

）

会
場

運

動
公

園

陸
上

競
技

場

対

象
市

内

在
住

の

人
（
学

生
可

）

費

用

五
百

円

圉

当

日
９

時
ま

で

に

会

場
で

黷

松

戸

市
弓

道

連

盟

・

奥
田

｀

4
2
1
0
7
［｛
．｝ｎ
／
］番

グ

ラ

ウ

ン

ド

ー
ゴ

ル

フ

教

室

５

月
１９
】日

収

午

前
９

時

～

正

午

（
小

雨

決
行

）

会
場

六

実

第

二

小

学

校

グ
ラ

ウ

ン

ド

対

象
小

学

生
以

上

の

市
民

費

用

保
険

料

百
円

圉

当

日

会

場
で

蠢

体

育

指

導
委

員

・
菊

池

四
8
7

－
1
5
6
5

番

小

金

原
バ

ド
ミ

ン
ト

ン
教
室

５
月
７
日
～
2
8日

の
毎
週
火

崕
日

、
午
後
７

時
～
８

時
5
0分

会
場
小
金
原
体
育
館

対
象
中

学
生
以
上
の
人

費
用
四
百
円

圃

当
日
会
場
で

黷
体
育
指
導
委
員
・
松
丸
｀
4
3

－
6
6
0
8

番

松
戸
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
協
会

第
３

回
大

会

６

月
９
日
収
午
前
９

時
～

午

後
３

時

会
場
松
戸
自
衛
隊
グ

ラ
ウ
ン
ド

対
象
一
般
市
民

費
用
保
険
料
一
チ
ー
ム
六
百
円

圃
５
月
2
6日
面
ま
で
に
、
郵
送

で
〒
2
7
0
松
戸

市
五
香
六
実
九
－

五
八
菊
池
和
美
(
0
8
7－
1
5

6
5
番
）
へ

初

心
者

カ
ヌ

ー
ス

ク

ー
ル

５
月
2
5日
出
・
2
6日
収
、
６

月
１
日
出
・
２
日

㈲
・
８
日
出

・
９
日
収
の
内
希
望
の
三
日
間
、

土
曜
日
は
午
後
１
時
3
0分
～
４

時
3
0分
、
日
曜
日
は

午
前
９

時

3
0分
～
午
後
ｏ

時
3
0分

場

所

江
戸
川
（
三
郷
松
戸
有
料
道
路

下

）

対
象
小

学
校
四
年
以
上

で

多
少
泳
げ
る
人
先
着
四
十
人

費
用
八
千
円
（
保
険
料
含
む
）

惠
ハ
ガ
キ
に
、
希
望
日
・
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日

を
記
入
し
て

、
〒
2
7
1
松
戸
市
仲

井
町
一
－

四
〇
－

一
松
戸
市
カ

ヌ
ー
協
会
・
植
田
昌
吾
（
｛
－
6
8

－
7
7
2
1

琶

へ

サ
―
ク
ル

フ

ラ
イ

デ
ー
・

ダ
ン
ス
サ

ー

ク

ル毎
週
金
曜
日
午
後
７

時
～
９

時

会
場
二

十
世
紀
が
丘
市
民

セ
ン
タ
ー
費
用
月
三
千
円

（
入
会
金
千
円
）

黯

工
藤

｀
8
4－
5
9
5
7

番

松

戸
合

気
道

ク
ラ

ブ

武
産
会

①
毎
週
火
・
土
曜
日

②
毎
週

木

曜
日
午
後
７
時
～
９

時

会

場

①
常
盤
平

体
育
館
②
ク
リ

ー

ン
セ
ン
タ
ー
体
育
室

対

象
小

学
生
～
一
般

費
用
小

学
生
ｈ

月
千

円
～

一
般
＝

月

三
千
円

入

会
金
三
千
円
）

蠢

小
田
公
8
5－
4
8
5
7

番

松

戸

モ

ー
ニ

ン
グ

ベ

ー
ス

ボ

ー
ル
参

加
チ

ー
ム
募

集

５
月
中
旬
か
ら
月
二
上

二
回

午
前
６
時
～
７
時
節
分
ま
で

会
場
江
戸
川
河
川
敷

費
用
一

チ

ー
ム
年
額
一
万
五
千
円

ル

ー
ル
軟
式
ル

ー
ル
・
７
回
戦

黯

植
田

｀
6
4－
6
6
5
7

番

社

交
ダ

ン
ス

中
級

者
講

習
会

毎
週
土
曜
日
午
後
７

時
～
８

時
3
0分

会
場
稔
台
市
民
セ
ン

タ
ー
費
用
月
額
三
千
円
（
入

会
金
千
円
）

黯

ニ
ュ

ー
稔
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

・
菊
地

容
8
4
1
0
7
3
9
番

松
戸

青
年

ペ

ン
習
字

サ

ー
ク

ル
毎
月
第
二
・
第
四
水
曜
日
、

午
後
６

時
3
0分
～
８

時
3
0分

会
場
市
民
会
館

費
用

月
額
千

五
百
円
（
入
会
金
千
五
百
円
）

愬

木
村

｀
4
3－
0
1
9
8

番

松
戸
市

バ

ド
ミ

ン
ト

ン
協

会

矢
切

バ

ド
ミ
ン
ト

ン

ク
ラ

ブ

毎
週
日

曜
日
午
前
1
0時
～
正

午

会
場
矢
切
小
学
校
体
育
館

費
用
月
額
千
円
（
入
会
金
な
し
）

対
象
初
心
者
歓
迎
、
学
生
も
可

頸

田
沢
容
6
3－0
9
1
8

番（
夜

間
）
和

名
ヶ

谷

バ
ド
ミ

ン
ト

ン
ク

ラ

ブ毎
週
日
曜
日

、
第

丁

三
・

五
＝

午
前
1
0時
～
午
後
１
時
、

第
二
・
四
ｈ

午
後
１

時
～
４
時

会
場
和
名
ヶ
谷
小
学
校
体
育
館

費
用
月
額
千
円
（
入
会
金
な
し
）

黯

江
原
四
9
2－
2
5
1
6

番

まつど今

昔写真館 陸軍工兵学校

現在の中央公園｡工兵学校当時の正門はそのまま残っています

陸軍工兵学校が相模台の松戸競馬場跡地に開設されたのは大正８

年でした。これにより、松戸は工兵の街として知られるようになり

ました。

大正15年10月には摂政宮（昭和天皇）が工兵学校を視察されると

いう出来事もありました。

戦後この地は東京工業専門学校となり、昭和24年には千葉大学傘

下に入り千葉大学工学部となりました。

昭和39年工学部の西千葉移転後は、公務員宿舎、聖徳短大（現・

聖徳大学）や中央公園ができ、今に至っています。



1991 年(平成３年)５月５日

情報ご参加ください

「
交
通
事
故
Ｓ
・
〇
・
Ｓ
5
0
日

作
戦
」

実

施
中

千
葉
県
警
察
本
部
で

は
、
交

通
事
故
多
発
に
よ
り
、
５

月
2
0

日
ま
で
、
Ｓ
＝
ス
ピ
ー
ド
違
反

抑
止
対
策
、
Ｏ
＝
オ
ー
ト
バ
イ

事
故
抑
止
対

策
、
Ｓ
＝

シ
ー
ト

ベ
ル
ト
着
用
の
推
進
を
重
点
と

し
た
「
交
通
事
故
Ｓ
・
Ｏ
・
Ｓ

5
0日
作
戦
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

鷏
松
戸
警
察
署
さ
6
9
－
0
1
1

0
番
、
松
戸
東
警
察
署
｛
1
4
9
－

0
1
1
0

番

赤

十
字

社
員

に
加

入

を

５

月
１
日
～
６
月
3
0日
は

、

赤
十
平
社
員
加
入
増
強
運
動
月

間
で
す
。
日

本
赤
十
字
社
の
活

動
費
用
は
、
主
に
市
民
の
皆
さ

ん
の
浄
財
（
社
費
）
で

賄
わ
れ

て
い
ま
す
。
運
動
期
間
中
に
町

会
役
員
・
赤
十
字
奉
仕
団
員
が

伺
い
ま
す
の
で
、
社
員
に

ご
加

入
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
（
平
成
２
年
度
松
戸
市
地
区

の
社
資
実
績
額
は
、
三
千
五
百

十
四
万
五
千
八
百
六
十
円
）
。

黯
日
本
赤
十

字
社
千
葉
県
支
部

松
戸
市
地
区
（
援
護
課
内
）

学

童
災
害

共

済

に
加

入

を

申
込
期
間
５
月
1
0日
脂
ま
で

掛
け
金
一
人
年
間
百
円

共
済

期
間
４
月
１
日
～
平
成
４

年
３

月
3
1日

支
給
対
象
学
校
管
理

下

外
で
起
き
た
事
故

（
た
だ
し

交
通
事
故
・
風
水
害
・
震
災
に

よ
る
事
故
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
）

見
舞
金
負
傷
程
度
に
応
じ
て
最

低
五
千
円
か
ら
最
高
六
十
万
円

ま
で

惠

①
市
内
小
・
中
学
校
の
児
童

・
生
徒
は
、
各
学
校
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
②
市
内
在
住

の
市
外
小
・
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
は
、
直
接
、
保
健
体
育
課

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

蠢

保
健
体
育
課
保
健
係

青
い
鳥
郵
便
ハ
ガ
キ
を
無
料

配

布
し

ま

す

郵
便
局
で
は
、
５
月
末
日

ま

で
、
身
体
障
害
者
手
帳
一
・
二

級
を
持

っ
て
い

る
人
に
、
青
い

鳥
郵
便
（

ガ
キ
を
二
十
枚
無
料

で

差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
手
帳

を
持

っ
て

最
寄
り
の
郵
便
局
へ

お
い
で
く
だ
さ
い
（
郵
便
で
の

申
し
込
み

も
可
）
。

蠢

松
戸
郵
便
局
郵
便
課
容
6
3－

8
1
5
1

番

再

生

自

転

車

を

販

売

受

付
５

月
1
7
日

窗

午

前
９

餠

～
午

後
３

時
と
1
8
日

出

午
前

９

時
～
1
1
時

抽

選

・
販

売

５

月

1
8
日
出
午
前
い
１
１
一
時
か
ら
会
場

生
き
が
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
金

ヶ
作

二
七

七
－

四

）

台

数

・

価

格

二
十

台

二

台
五

千

円

～

一
万

一
千

円

交

通
五

香

駅

東

口

か
ら

新

京

成

バ
ス

「
小

新

山

行

き
」

で

、

新

栄

町
入

口

下

車

五

香

駅

午

前
９

時
1
9
分

・
4
8

分

、
1
0時
1
7
分

発

が
あ

り

ま

す

）

※
抽
選

日

当
日

（
1
8
日

）

は

、

五
香

駅

東

口
午

前
1
0
時

発
の

事
業

団

マ

イ

ク

ロ
バ
ス

を

運

行
し

ま

す

（
迎

え

の
み

）
。

車
で

の

来
場

は

ご
遠

慮
を

。

蠢

生
き

が

い
福

祉

事

業
団

四
8
4

－
3
1
9
1

番

中

途

失

明

者

の

た

め

の

「
更

生

生

活

相

談

室

」

開

設
日

時

毎

週

水

曜
日

午

前

1
0時
～

午

後

３

時

（
1
2
月

最

終

１

月
第

丁

第

二

、
８

月

第

二

・

第
三

を

除

く

）

圃

〒
2
8
1千

葉

市
小

仲

台

五
－

八

－
五
㈹
千
葉
県
視
覚
障
害
者

福

祉
協

会
(
0
0
4
7
2

工

心

－
3
5
7
4

番
）

へ

計
量
器
定
期
検
査

商
売
・
証
明
用
は
、
必
ず
受

検
し
て
く
だ
さ
い
。
家
庭
用
は

か
り
も
無
料
で
検
査
し
ま
す
。

㈲1
1

図４ 側３齡 謝２ 耿２ 肺２ 謝２ 収１ 組１ 困９ 纐酊
検
査
日

稔

台
市

民

セ

ン

タ

ー

矢

切

支

所

総

合

福

祉

会

館

青

少

年

会

館

小

金

原

体

育

館

小

金

支

所

小
金
北

市
民
セ
ン
タ
ー

古
ヶ
崎
市
民
セ
ン
タ
ー

会

場

時
間

各
会
場
と
も
午
前
1
0時

～
正
午
と
午
後
１

時
～
３

時

持
参
す
る
も
の
は
か
り
・
申
請

書
・
手
数
料

窟

消
費
生
活
課
計
塁
係

建
築
の
ル
ー
ル

を

守
り
ま
し
よ
う

千
葉

県
調

理
師
試

験

試
験
期
日
７
月
1
9日

窗

試

験
会
場
県
東
葛
飾
合
同
庁
舎

匣

５
月
2
7日
囲
～
2
9日
困
の
間

に
、
願
書
を
松
戸
保
健
所
（
小

根
本
七

四
肌
－
2
1
2
1

番
）

へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
（
出
願

必
要
書
類
は
松
戸
保
健
所
で
配

布
中
）
。

甲

種
防

火
管

理
講

習
会

５
月
2
7日
囲
・
2
8日
㈹
、
午

前
９

時
3
0分
～

午
後
５

時

会

場
消
防
局
講
堂

定
員
百
五
十

人

費
用
三
千
五
百
円

惠

５
月
８
日

困
～
2
1日
㈹
の
間

に
、
直
接
市
内
各
消
防
署
ま
た

は
消
防
局
予
防
課
（
｛
‘
6
3
1
1

1
1
工
内
線
２
０
８
番
｝
へ

市
川
松
戸
有
料
道
路
の
料
金
が
改
定
さ
れ
ま
す

道
路
の
安
全
性
や
使
い
や
す

さ
を
確
保
す
る
た
め

進
め
て
い

た
、
市
川
松
戸
有
料
道
路
の
改

修
工

事
が
５

月
1
4日
㈹
に
完
成

し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
５

月

1
5日

㈲
か
ら
料
金
区
分
が
変
更

と
な
り

、
通
行
料
金
が
下

表
の

と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

″
回
数
券
は
、
全
線
・
一
部
と

ち
に
、
六
十
回
券
・
百
回

券

も
あ
り
ま
す
。

５
月
1
5日
～
６
月
1
4日
の
間

に
回
数
券
を
お
買
い
上
げ
の

方
に
は
、
記
念
品
を
プ
レ

ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

黯

千
葉
県
道
路
公
社
業
務
課

｀

0
4
7
2
1
2
7－
9
3
3
3

番

回数券(11 回券の場合)

車 種 全 線 一 部

普 通 車 1,000円 500円

大型 車（Ｉ） 1,500円 1,000円

大型 車(II) 3,500円 2,000円

軽 車 両 100円 50円

陸軍工兵学校（昭和８年）

＝六高台・栗山謙三さん提供

干葉大学工学部(昭和29年)。 校舎は工兵学校当

時のもの ＝松戸新田･伊藤直之さん提供

古
い
写
真
を
お
貸
し
く
だ
さ
い

松
戸
市
内
で
撮
影
し
た
古
い
写
真
を

探
し
て
い
ま
す
。
懐
か
し
い
風
景
や

記
念
写
真
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

蠢
広
報
課

募
集
し
ま
す

市
立

小
・

中

学
校
非

常

勤
講

師

を
募
集

し

ま
す

資
格

健
康
で

、
小
・
中

学
校

教
諭
の
免
許
状
を
持
っ
て
い
る

人

勤
務
場
所
市
内
の
小
・
中

学
校

採
用
欠
員
が
生
じ
次
第

随
時
採
用

剔

随
時
受
け
付
け

黷

学
務
課
管
理
係

女

性
の
講

座

を
企
画

し
て

み

ま
せ

ん

か

①
５
月
1
5日
～
７
月
上
旬
の

毎
週

水
曜
日

、
午
前
1
0時
～
正

午
②
５
月
1
6日
～
７

月
上

旬
の

毎
週
木
曜
日

、
午
前
1
0時
～
正

午
③
５

月
1
6日
～
７

月
上
旬
の

毎
週
木
曜
日

、
午
後
７
時
～
９

時

会
場
①
新
松
戸
市
民
セ
ン

タ
ー
②
小
金
原
体
育
館
③
婦
人

会
館

対
象
女
性
の
自
立
や
人

権
学
習
に
関
心
を
持
ち
、
秋
の

本
講
座
に
参
加
で

き
る
女
性
先

着
各
十
人
（
保
育
あ
り
）

内

容
性
差
別
な
ど
人
権
問
題
を
テ

ー
マ
に
し
た
講
座
の
企
画
準
備

惠
５
月
了
日
㈹
か
ら
、
電
話
で

社
会
教
育
課
青
少
年
婦
人

係
へ

松

戸
市

女

性
の

つ
ど

い
実

行

委

員
募

集

開
催
日
1
0月
2
6日
出

婦
人
会

館
で

対
象
市
内
在
住
・
在
勤

・
在

学
の
人

心
応
募
時
の
参
考
の
た
め
、
つ

ど
い
の
報
告
会
を
閧
き
ま
す
。

①
５
月
1
4日

㈹
午
後
７

時
～

８
時
、
婦
人

会
館
②
５
月
2
3

日
困
午
前
1
0時
～
Ｈ

時
、
新

松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー
（
保
育

あ
り
）

匣
５
月
3
1
日
窗
ま
で
に
、
ハ
ガ

キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

・
実
行
委
員
に
応
募
と
明
記
し

て
、
〒
2
7
1
松
戸
市
根
本
三
八
七

－

五
松
戸
市
役
所
婦
人
担
当
室

へ

青
年

フ

ェ
ス
テ

ィ

バ
ル
実

行

委
員

募
集

５
月
８
日
困
か
ら
毎
月
第
一

水
曜
日

、
午
後
７

時
～
９
時

会
場
勤
労
会
館

対
象
十
六
歳

～
二
十
歳
の
男
女

兩

電
話
で
社
会
教
育
課
青
少
年

婦
人
係
へ

青
年

海
外

協
力

隊
募

集
説
明

会
５
月
1
7日

齏
午
後
ら
時
3
0分

～
８
時
3
0分

会
場
勤
労
会
館

対
象
二
十
歳
か
ら
三
十
九
歳
ま

で
の
青
年
男
女

類

国
際
協
力
事
業
団
関
東
支
部

｛
1
0
3－
3
3
5
9

－
8
2
8
1

番

お

は

な

し

キ

ャ

ラ

バ

ン

ス

タ

ッ

フ

募

集

勤

務
内

容

毎
週

火

～

金

眤
日

午

前
９

時

～

午
後

５

時

、
人

形

劇

や
紙

芝

居
の

製

作

と
上

演

対

象
十

八

歳

～
四

十

歳
の

子

ど

も

好
き

の

女

性
・

若

干

名

待

遇

時
給

六

百
五

十

円

（
賞

与

・

交

通
費

支

給

、
社
会

保

険
あ

り

）

匣

５

月

１１Ｅ
日

出

ま

で
に

、

蜆

歴

書
（
写

真
添

付

）
と

「
お
は

な
し

キ

ャ
ラ

バ
ン

を

や
り

た
い
理
由
」

を

四

百

字
詰

め

原

稿
用

紙

二

枚

に

書
い

て

、
〒
2
7
0松
戸

市

新

松

戸

南
二

上

而

松

戸

市
お

は

な

し

キ

ャ
ラ

バ
ン
(
0
4
4
1
3
0

3
7

番
）

へ

保
健
衛
生

市

立

病

院

眼

科

が

休

診

５

月
1
6
日

困

～
1
8
日

出

ま
で

医

師

が

学
会

出

席

の

た
め

、

市

立
病

院
の

眼

科

外

来
は

休

診

に

な
り

ま
す

。

黯

市

立

病

院

眼

科
外

来

四
6
3－

（
乙
１

７

１

内

線
り
／
‘１
０
ａ
‥）
番

三

歳

児

健

康

診

査

期

日
５

月
７

日

・
1
4日

・
2
1

日

・
2
8
日

の

各
火

曜
日

会

場

松

戸

保

健

所

対

象

昭

和
6
3
年

１

月
１

日

～
3
1
日

生

ま
れ

の

幼

児※
該

当

す

る
幼

児

に
は

健

康

診

査
票

を

送
り

ま

し
た

の

で

、

記
入

の

う

え

指

定
さ

れ

た

日

時
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

該
当
に
な
っ
て
い
て

健
康
診

査
票
が
届
か
な
い
場
合
は
、

（

ガ
キ
に
左
記
要
領
で
記
入

し
て

連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

蠢
松
戸
保
健
所
保
健
指
導
課
四

6
1
1（
乙
１
ｎ
乙
１
番

ハガキ記入要領

療
育

相

談

５

月
９
囗
閑
午
後
１
時
～
１

時
3
0分
受
け
付
け

会
場
松
戸

保
健
所

対
象
乳
児
の
股
関
節

脱
臼
検
診
未
受
診
者
や
、
整
形

外
科
学
領
域
の
診
察
・
相
談
な

ど
を
希
望
す
る
十
八

歳
未
満
の

人″
乳
幼
児
は
母
子
健
康
手
帳
を

必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

惠

電
話
で

松
戸
保
健
所
保
健
指

朦
朧
酋
6
1－
2
1
2
1

番
へ

愛
の

献

血

黯
健
康
管
理
課
業
務
係

期日 5/13!, 月) 18(二t二)

会 場 ＪＲ松戸駅東口

時 間
午前10時～11時30 分

と
午後1 時～４時

主 催 松戸 市

救急医療体制

健康保険証を忘れずに

◆夜間急病診療所(毎日)

午後8時~11時衛生会館内

……………S68-3756 番

◆待機病院(毎日)･ 午後5時～午前9時

テレホンサービス……………………f166-0010 番

◆緊急休日在宅当直医･午前9時～午後5時

テレホンサービス……………………S66-0010 番

◆休日土曜日夜間歯科診療所･午後8時～11時

衛生会館内……………………………S65-3430 番

市役所・支所

連絡先

●市 役 所(66)1111

●常盤平支所(87)2131

●小 金 支 所(41)5101

●小金原支所(44)4151

●六 実 支 所(85)0113

●馬 橋 支 所(45)2131

●新松戸支所(43)5111

●矢 切 支 所(62)3181

●東 部 支 所(92)3061

通 行 料 金

車 種 全 線 一 部

普 通 車 扣o円 50円

大型車（Ｉ ） 150円 100円

大型車(II) 350円 200円

軽 車 両 10円 5円



第７５４号

この数なあに？

19

8

今
度

の

週

末

は

…

行
楽
に
ハ
イ
キ
ン
グ
。
ア
ウ

ト
ド
ア
ラ
イ
フ
を
楽
し
む
の
に

よ
い
季
節
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

連
休
中
気
に
な
る
の
は
、
何

と
い
っ
て
も
、
こ
れ
。
正
解
は
、

平
成
２

年
中
に
市
内
で
観
測
さ

れ
た
「
晴
れ
の
日
（
快
晴
も
含

む
）
」
の
日
数
で

す
。

平
成
２

年
中
の
市
内
の
天

気

日
数
は
、
晴
れ
の
日
＝

百
九
十

べ
日
、
雨
の
日
１
百
十
日
、
曇

り
の
日
＝
四

十
八
日

、
雪
の
日

＝

九
日
で
し

た
（
消
防
局
観
測

に
よ
る
）
。

昭
和
6
0年
～
平
成
元

年
の
五

年
間
の
天
気
を
み
る
と
、
晴
れ

の
日
＝
平
均

二
百
五
日
、
雨
の

日
＝

同
百
十
一
日
、
曇
り
の
日

＝

同
四
十
三
・
二
日
、
雪
の
日

＝

同
六
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
２

年
の
気
温
は
、
平
均

一
七
・
〇
度
、
最
高
は
８
月
に

記
録
し
た
三
七
・
〇
度
、
最
低

は
１
月
の
氷
点
下

二
・
〇
度
で

し
た
。
昭
和
6
0年
～
平
成
元
年
の
平

均
気
温
は
、
6
0年
＝
一
四
・
四

度
、
6
1年
＝

一
三
・
八
度
、
6
2

年
＝

一
四
八

度
、
6
3年
＝

一
四

・
〇
度
、
元
年
＝

一
五
・
四

度

と
な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
6
0年
に
は

、
6
0年
～
平

成
２
年
の
間
の
最
低
気
温
、
氷

点
下
六
・
一
度

が
記
録
さ
れ
て

い
ま
す
。

五
月
晴
れ
の
青
空
に
、
こ
い

の

ぼ
り
が
泳
ぐ
姿
は
、
ま

さ
に

風
物
詩
。
今
年
の
ゴ
ー
ル

デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
の
天
気
は
、当
た
り
、

そ
れ
と
も
は
ず
れ
…
…
９
・

浪
曲
は
、
落
語
や
講
談
に
比

べ
て
歴
史
が
浅
い
。
今
回
の
受

賞
も
、
浪
曲
界
で
は
初
の
快
挙
。

「
賞
は
い
わ
ば
勲
章
で
す
ね
。

一
生
懸
命
や
っ
て
き
て
よ
か
っ

た
な
、
あ
り
が
た
い
な
っ
て
思

い
ま
す
」
と
喜
び
を
語
る
。

子
供
の
こ
ろ

、
父
親
は
建
具

屋
で

、
仕
事
場
に
は
い
つ

も
浪

曲
が
流
れ
て
い
た
。
い
わ
ゆ
る

Ｓ
Ｐ
盤

が
た
く
さ
ん
あ
っ
て

、

太
田

さ
ん
も
自
然
と
、
毎
日
浪

曲
を
聴
い
て

育
っ
た
。

示

学
校
の
時
分
に
は
、
人

前
で
ろ

く
す
っ
ぼ
囗
も
き
け
な

か
っ
た
ん
で
す
よ
」
。

意
外
だ
。

「
だ
か
ら
浪
曲
は
、
同
級
生

に
聞
か

れ
な
い
よ

う
に
、
夜
お

ふ
ろ
の

中
で
う
な
っ
て
い
ま
し

た
。
お
ふ
ろ
の
中
っ
て
声
が
響

く
で
し

よ
、
な
ん
て
い
い
声
な

ん
だ
ろ

っ
て
自
分
の
声
に
聞
き

ほ
れ
た
り
し
て
ね
」

テ
レ
ビ
が
家
庭
に
普
及
し
て

い
な
い
昭
和
3
0年
、
太
田
さ
ん

は
故
東
家
楽
浦
師
匠
に
弟
子
入

り
。
中
学
一

年
生
だ
っ
た
。
以

来
、
こ
の
道
三
十
年
有
余
。

「
世
の
中
の
こ
と
を
語
る
浪

曲
師
は
世
の
中
の
こ
と
を
何
で

も
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
」
と
絶

え
ず
世
の
中
の
出
来
事
を
観
察

す
る
。
「
昨
日
目
に
し
た
何
気

な
い
し
ぐ
さ
が
、
今
日
の
舞
台

で
役
立
つ
」

芸
題
（
げ
だ
い
）
に
は
分
野

か
お
り
、
武
家
も
の
や
人
情
も

の
、こ

っ
け
い
も
の

な
ど
様
々
。

特
に
人
助
け
や
親
孝
行
な
ど

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
人
情
も
の

は
、
聴
く
側
に
と
っ
て
違
和
感

が
な
く
、
や
り
や
す
い
そ
う
だ
。

笑
い
あ
り
涙
あ
り
だ
が
、
や

は
り
「
最
後
は
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン

ド
で
、
ね

。
お
客
さ
ん
も
後
味

が
い
い
で
し

ょ
う
」

「
新
作
も
あ
る
け
ど
、
過
ぎ

去
っ
た
時
代
の
方
が
夢
が
あ
る

で
し
ょ
う
。
ど
う
脚

色
し
よ
う

が
そ
の
現
場
を
知
っ
て
る
人
は

い
な
い

わ
け
だ
し
」

始
終
優
し

い
目
で

、
テ
ン
ポ

よ
く
話
し
て
く
れ
る
太
田
さ
ん
。

話
の
そ
こ
こ
こ
に

、
浪
曲
の
魅

力
を
か
い
間
見
た
。

（
栄
町
西
在
住
）

芸術選奨大衆芸能部門

文部大臣新人賞受賞

太田英夫さん

浪 曲人 生

きれいな水見て触れ

て

小山に親水水路が完成

きれいな水は坂川へ放流しています

坂川清流復活対策の一環として

小山に建設していた親水水路が完

成し、先月から浄化されたきれい

な水が流れています。

南部小学校の南側に流れる親水

水路は、幅1.5m ・長さ詔2m ・水

深10cmで、小山浄化施設から送ら

れてくる１日約1,500m9の水を坂

川に放流しています。

子どもたちも、新しい安全な遊

び場の出現に大喜びでした。

※水を飲むことはできません。

あなたの撮ったスナップ写真

(街の話題･身近な出来事など)

をお寄せ下さい。採用の方に

は記念品を差し上げます。

広報課

リングプルの収益金で

松戸市家庭婦人スポーツ連盟が

車 い す ５ 台 を 市 に 寄 贈

車いすを前に市長と(市役所で)

市内10 のスポーツ団体で組織す

る松戸市家庭婦人スポーツ連盟が、

4月11日、障害を持つ人に使ってい

ただこうと、市に車いす５台を寄

贈しました。

これは同連盟が広く市民に呼び

掛け、２年かかって集めた缶ジュ

ースなどのリンブプ ル２ｔの収益

金で、車いすを騁入しかものです。

何気なく 捨てら れていた物でも

思いやり が加わると、りっぱに役

立つものですね。

日
本
画
・
俳
句
で
市
民
文
化
に
多
大
な
貢
献

山
口
豊
専
氏
の生

誕
百
年
記

念
碑
建
立

日本画家で俳人でもあった故・

山口豊専氏の生誕100 年記念碑が、

六実支所の敷地内に建立され、∠L

月８日に夫人や親族を招き、除幕

式が行われました。

碑は高さ1､lm ・幄1.7m の黒み

かげ石製で、氏を慕う「山口豊専

先生をしのぶ会」が建立しました。

山口氏は明治24年に印旙郡白井

村(当時)に生まれ、少年時代から絵

や文章に才能を発揮し､たくさんの

日本画や俳句の名作を残しました。

五香六実では、「松東俳壇」を結

成し、地域の文化振興に尽くしま

した。当日は約200人が集まり､氏

の業績をしのびました。

盛大に行われた除幕式(手前左が夫人)

スナップショット
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